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２
０
０
４
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
西
南
学
院
大
学
法
学
部
の
Ｓ
Ａ
制
度
も
、
創
設
後
10
年
を
迎
え１

、
多
様
な
形
態
の
Ｓ
Ａ
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
本
学
部
Ｓ
Ａ
の
特
徴
は
、
Ｓ
Ａ
が
下
級
生
の
学
習
支
援
に
あ
た
る
こ
と
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｓ
Ａ
が
教
員
の
事
務
補
助
に
と
ど
ま
ら

ず
、
組
織
的
か
つ
一
定
期
間
持
続
的
に
学
生
の
学
習
支
援
に
あ
た
る
と
い
う
の
は
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
文
系
学
部
に
お
い
て
は
、
非
常
に
珍
し
い
の

で
あ
る２

。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
全
国
に
広
が
ら
な
い
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
Ｓ
Ａ
が
学
習
支
援
を
す
る
と
い
う
場
合
に
は
、
Ｓ
Ａ
が
大
学
院
生
で
は
な

く
学
部
生
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
然
、
同
じ
学
部
学
生
が
同
じ
学
部
学
生
の
学
習
の
支
援
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
支
援

す
る
側
と
さ
れ
る
側
の
学
年
差
が
１
年
だ
け
と
い
う
事
態
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
生
じ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
来
こ
の
よ
う
な
支
援
は
学
部
学

生
に
は
難
易
度
が
高
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
Ｓ
Ａ
の
力
を
学
習
支
援
に
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
Ｓ
Ａ
の
サ
ポ
ー
ト
、
Ｓ
Ａ
の
研
修
、
Ｓ
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１　

拙
稿
「
Ｓ
Ａ
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
」
西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
第
38
巻
３
・
４
号
２
０
０
６
年
参
照
。

２　

「
指
導
助
手
制
度　

文
系
で
も
」
毎
日
新
聞
全
国
版
２
０
１
４
年
１
月
24
日
朝
刊
12
版
15
面
（
関
東
晋
慈
執
筆
）
参
照
。
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六

Ａ
業
務
の
絞
り
込
み
な
ど
が
必
要
に
な
る
。

　

本
学
部
の
Ｓ
Ａ
に
お
い
て
も
事
情
は
同
じ
で
あ
る
が
、
従
来
は
Ｓ
Ａ
研
修
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
意
識
が
低
く
、
内
外
で
の
事
例
報
告
の
際
に
し

ば
し
ば
、
こ
の
こ
と
が
改
善
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
本
学
部
で
も
遅
ま
き
な
が
ら
、
２
０
１
２
年
度
に
Ｓ
Ａ
の
研
修
体
制
に
つ
い
て

洗
い
直
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
Ｓ
Ａ
制
度
の
運
営
の
な
か
で
あ
る
程
度
は
自
然
に
研
修
的
な
こ
と
も
な
さ
れ
て
い
た
。
Ｓ
Ａ
の
種
別
に
よ
っ
て
は
自
覚

的
に
研
修
も
な
さ
れ
て
い
た
（
後
述
三
（
１
）
図
書
館
Ｓ
Ａ
の
項
参
照
）。
し
か
し
他
方
で
、
Ｓ
Ａ
研
修
の
強
化
が
必
要
な
部
分
も
明
ら
か
に
な
り
、

そ
の
部
分
に
お
い
て
２
０
１
３
年
度
か
ら
組
織
的
な
Ｓ
Ａ
研
修
を
開
始
し
た
。

以
下
、
本
稿
で
は
本
学
部
の
Ｓ
Ａ
研
修
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。
な
お
、
Ｓ
Ａ
研
修
の
内
容
に
も
多
様
な
も
の
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は

Ｓ
Ａ
研
修
を
大
き
く
、
基
礎
的
研
修
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
研
修
に
分
け
る
こ
と
に
し
た
い
。
基
礎
的
研
修
と
は
、
チ
ュ
ー
タ
リ
ン
グ
の
指
針
、
原
則
や

心
構
え
の
研
修
で
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
研
修
と
は
個
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応
じ
た
効
果
的
な
学
習
支
援
の
技
能
の
研
修
で
あ
る
。

一　

学
習
支
援
型
Ｓ
Ａ
の
概
要

　

Ｓ
Ａ
の
種
別
ご
と
に
研
修
内
容
は
異
な
る
の
で
、
ま
ず
現
行
の
Ｓ
Ａ
制
度
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。
２
０
１
４
年
度
現
在
、（
１
）
図
書

館
Ｓ
Ａ
、（
２
）
基
礎
演
習
Ｓ
Ａ
、（
３
）
法
律
学
の
基
礎
Ｓ
Ａ
、
続
・
法
律
学
の
基
礎
Ｓ
Ａ
（
４
）
法
学
部
生
入
門
ゼ
ミ
Ｓ
Ａ
、（
５
）
２
年
次
勉

強
会
Ｓ
Ａ
、（
６
）
１
年
次
後
期
勉
強
会
Ｓ
Ａ
（
７
）
推
薦
合
格
者
の
入
学
前
指
導
Ｓ
Ａ
が
稼
働
し
て
い
る
。

（
１
）
図
書
館
Ｓ
Ａ
は
、
昼
休
み
や
放
課
後
の
決
ま
っ
た
曜
限
に
、
図
書
館
の
専
用
ブ
ー
ス
に
常
駐
す
る
。
学
生
は
学
習
支
援
が
必
要
に
な
っ
た
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と
き
予
約
な
し
に
図
書
館
Ｓ
Ａ
を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。
図
書
館
Ｓ
Ａ
は
、
文
献
検
索
の
仕
方
、
所
在
の
わ
か
っ
た
資
料
を
実
際
に
手
に
す
る
方

法
な
ど
に
つ
い
て
支
援
す
る
ほ
か
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
戦
略
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
、
学
生
生
活
全
般
に
つ
い
て
先
輩
と
し
て
相
談
に
の
っ
た

り
し
て
い
る
。

（
２
）
基
礎
演
習
Ｓ
Ａ
は
、
１
ク
ラ
ス
25
人
前
後
の
基
礎
演
習
ク
ラ
ス
（
１
年
次
前
期
開
講
）
に
一
名
ま
た
は
数
名
が
配
置
さ
れ
る
。
業
務
内
容

は
配
置
さ
れ
た
基
礎
演
習
ク
ラ
ス
の
担
当
教
員
の
指
示
に
よ
り
定
ま
る
。

（
３
）
法
律
学
の
基
礎
Ｓ
Ａ
、
続
・
法
律
学
の
基
礎
Ｓ
Ａ
は
、
講
義
科
目
「
法
律
学
の
基
礎
」「
続
・
法
律
学
の
基
礎
」
な
ど
の
導
入
科
目
群
に

対
応
し
た
Ｓ
Ａ
で
あ
る
。
法
律
学
の
基
礎
等
Ｓ
Ａ
は
、
決
ま
っ
た
日
の
昼
休
み
（
年
に
よ
り
週
に
３
日
〜
５
日
）
に
法
律
学
科
室
お
よ
び
国
際
関
係

法
学
科
室
に
常
駐
す
る
。
学
習
支
援
が
必
要
に
な
っ
た
１
年
生
は
、
予
約
す
る
こ
と
な
く
Ｓ
Ａ
を
訪
ね
る
。「
法
律
学
の
基
礎
」「
続
・
法
律
学
の
基

礎
」
で
は
毎
週
宿
題
が
出
さ
れ
る
が
、
Ｓ
Ａ
は
、
こ
の
宿
題
の
提
出
チ
ェ
ッ
ク
、
課
題
添
削
に
あ
た
る
。
そ
の
際
、
導
入
科
目
全
般
に
つ
い
て
の
学

習
相
談
や
、
学
生
生
活
全
般
に
つ
い
て
の
相
談
に
も
応
じ
る３

。

（
４
）
法
学
部
生
入
門
ゼ
ミ
Ｓ
Ａ
は
、「
法
学
部
生
入
門
ゼ
ミ
」
で
チ
ュ
ー
タ
ー
を
勤
め
る
。「
法
学
部
生
入
門
ゼ
ミ
」
は
、
い
わ
ゆ
る
空
き
コ
マ

に
実
施
さ
れ
る
勉
強
会
で
あ
り
、
２
０
１
３
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
。
こ
の
勉
強
会
の
目
的
は
、
法
律
学
を
学
習
す
る
前
提
と
な
る
社
会
知
識
と
学
習

法
の
修
得
で
あ
る
。
入
門
ゼ
ミ
に
参
加
を
希
望
す
る
１
年
生
は
５
名
か
ら
10
名
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
一
グ
ル
ー
プ
に
一
名
の
Ｓ
Ａ
が
チ

ュ
ー
タ
ー
と
し
て
配
置
さ
れ
る
。
２
０
１
４
年
度
は
30
グ
ル
ー
プ
程
度
が
存
在
す
る
が
、
全
グ
ル
ー
プ
共
通
の
テ
キ
ス
ト
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

３　

拙
稿
「
『
法
律
学
の
基
礎
』
新
設
の
経
緯
」
西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
第
38
巻
１
号
２
０
０
５
年
、
拙
稿
「
『
法
律
学
の
基
礎
』
の
そ
の
後
に
つ
い
て
」
西
南
学
院
大
学

法
学
論
集
参
照
第
45
巻
１
号
２
０
１
２
年
参
照
。
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Ａ
は
、
こ
の
共
通
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
、
勉
強
会
を
運
営
す
る
。

（
５
）
２
年
次
勉
強
会
Ｓ
Ａ
は
、
２
年
次
の
基
幹
的
専
門
科
目
の
勉
強
会
の
チ
ュ
ー
タ
ー
を
勤
め
る
。
２
０
１
４
年
度
前
期
で
は
、
民
法
、
刑
法
、

憲
法
、
国
際
法
の
勉
強
会
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
１
年
次
後
期
勉
強
会
Ｓ
Ａ
は
、
入
門
ゼ
ミ
と
同
様
に
、
空
き
コ
マ
に
登
録
し
た
希
望
者
の
１
年
生
を
勉
強
会
の
グ
ル
ー
プ
に
組
織
し
、
各

グ
ル
ー
プ
に
１
名
の
Ｓ
Ａ
を
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
配
置
し
て
い
る
。
こ
の
勉
強
会
は
２
０
０
７
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
。
主
た
る
科
目
は
憲
法（
総
論
・

統
治
）
と
民
法
（
総
則
）
で
あ
る
。

（
７
）
推
薦
合
格
者
に
対
す
る
入
学
前
指
導
Ｓ
Ａ
は
、
推
薦
合
格
者
が
決
ま
る
11
月
末
か
ら
翌
年
の
３
月
末
ま
で
の
間
に
、
推
薦
合
格
者
に
対
す

る
学
部
か
ら
の
宿
題
の
学
習
を
支
援
す
る
。
こ
の
制
度
は
２
０
１
０
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
推
薦
合
格
者
一
人
一
人
の
学
力
状
況
に
応

じ
て
個
別
学
習
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、推
薦
合
格
者
が
こ
の
プ
ラ
ン
に
従
っ
て
着
実
に
学
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
。

推
薦
合
格
者
は
こ
の
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
高
校
に
在
籍
中
で
あ
る
の
で
、
Ｓ
Ａ
と
推
薦
合
格
者
は
直
接
に
は
接
触
せ
ず
、
Ｓ
Ａ
は
、

W
e
b
、
メ
ー
ル
を
通
じ
て
学
習
支
援
を
す
る
。

な
お
、
以
上
の
Ｓ
Ａ
は
、
雇
用
形
態
の
面
か
ら
は
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
図
書
館
Ｓ
Ａ
と
そ
れ
以
外
で
あ
る
。
図
書
館
Ｓ
Ａ
は
学

校
法
人
西
南
学
院
に
雇
用
さ
れ
、
そ
の
人
件
費
は
図
書
館
の
予
算
か
ら
支
弁
さ
れ
、
Ｓ
Ａ
に
は
時
給
制
で
、
給
与
が
、
毎
月
ア
ル
バ
イ
ト
代
と
し
て

支
払
わ
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
Ｓ
Ａ
は
、
西
南
学
院
の

100
％
出
資
子
会
社
で
あ
る
（
株
）
キ
ャ
ン
パ
ス
サ
ポ
ー
ト
西
南
に
雇
用
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
各
Ｓ

Ａ
業
務
に
派
遣
さ
れ
た
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
サ
ポ
ー
ト
西
南
の
受
託
業
務
の
遂
行
に
あ
た
っ
た
り
す
る
と
い
う
形
態
を
取
っ
て
い
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
サ
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西
南
に
は
、
Ｓ
Ａ
人
件
費
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
運
営
費
、
管
理
経
費
な
ど
に
相
当
す
る
金
額
を
、
全
学
教
務
課
Ｓ
Ａ
予
算
、
法
学
部
の
学
部

教
育
充
実
経
費
、
学
内
教
育
実
験
補
助
金
（
学
内
GP
、
学
内
IP
）
か
ら
業
務
委
託
費
と
し
て
支
払
っ
て
い
る
。

二　

基
礎
的
研
修

　

Ｓ
Ａ
に
は
、
２
年
次
以
上
の
全
法
学
部
生
が
応
募
で
き
る
た
め
、
な
か
に
は
未
成
年
の
学
生
も
い
る
。
３
年
次
、
４
年
次
の
学
生
で
も
、
社
会
経

験
は
必
ず
し
も
豊
富
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
、
業
務
に
入
る
前
提
と
な
る
心
構
え
が
全
Ｓ
Ａ
に
初
め
か
ら
存
在
す
る
こ
と
の
保
証
は
な
い
。
と
く

に
Ｓ
Ａ
の
学
生
に
と
っ
て
盲
点
に
な
り
や
す
い
の
は
以
下
の
こ
と
で
あ
る
。

　
（
１
）
学
習
支
援
者
の
位
置
づ
け
。
Ｓ
Ａ
は
、
教
員
と
学
生
の
間
に
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
学
生
の
自
発
的
学
習
を
支
援
す
る
存
在
で
あ
る
。
教
員

の
代
わ
り
に
教
育
を
し
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
点
、
Ｓ
Ａ
に
な
る
学
生
は
後
輩
の
学
習
を
応
援
し
た
い
と
い
う
気
持
が
強
け
れ
ば
強
い
だ
け
、
支
援

を
越
え
て
指
導
し
す
ぎ
に
な
る
危
険
が
あ
る
。
Ｓ
Ａ
に
は
、
あ
え
て
一
歩
引
く
心
構
え
が
必
要
に
な
る
。　

　
（
２
）
学
習
の
環
境
作
り
。
学
習
支
援
が
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
学
習
内
容
以
前
に
、
Ｓ
Ａ
と
学
生
の
間
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
穏
や
か
で
暖

か
い
雰
囲
気
や
、
教
室
の
物
理
的
環
境
な
ど
、
広
い
意
味
で
の
学
習
の
環
境
作
り
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｓ
Ａ
は
自
身
も
学
部
生
で
あ

る
の
で
、
ど
う
し
て
も
学
習
内
容
を
こ
な
す
の
に
気
持
ち
が
集
中
す
る
結
果
、
と
も
す
れ
ば
学
習
の
環
境
作
り
の
重
要
性
を
忘
れ
が
ち
に
な
る
。

　
（
３
）
Ｓ
Ａ
と
下
級
生
の
適
切
な
人
間
関
係
。
上
記
の
よ
う
に
、
Ｓ
Ａ
と
下
級
生
の
人
間
関
係
が
適
切
な
も
の
に
な
る
こ
と
は
、
業
務
の
前
提
で

あ
る
が
、
そ
の
関
係
が
不
適
切
な
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
、
つ
ね
に
注
意
を
喚
起
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
く
に
同
じ
学
部
生
同
士
と
い
う
こ
と
か
ら
、
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一
〇
〇

適
切
な
距
離
感
の
維
持
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、２
０
１
３
年
度
か
ら
、熊
本
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
教
授
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
博
士
課
程
の
渡
邊
浩
之
氏
に
、「
チ

ュ
ー
タ
リ
ン
グ
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
、
同
時
に
、
学
期
は
じ
め
の
Ｓ
Ａ
全
体
研
修
で
チ
ュ
ー
タ
リ
ン
グ
の
基
本
に
つ
い
て
研

修
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
毎
回
の
業
務
ご
と
の
自
己
評
価
シ
ー
ト
と
、
学
期
終
了
後
の
自
己
評
価
シ

ー
ト
が
付
属
し
て
い
る
。
毎
回
の
自
己
評
価
シ
ー
ト
は
、
提
出
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
Ｓ
Ａ
は
毎
回
こ
れ
に
記
入
す
る
こ
と
で
、
上
記
の

よ
う
な
注
意
点
に
つ
ね
に
自
覚
的
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
学
期
末
の
自
己
評
価
シ
ー
ト
は
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
提
出

す
る
た
め
に
、
Ｓ
Ａ
は
毎
回
の
自
己
評
価
シ
ー
ト
を
真
面
目
に
つ
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
し
、
ま
た
半
期
の
業
務
を
通
じ
た
自
分
の
成
長
に
も
気

づ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
サ
ポ
ー
ト
西
南
雇
用
の
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
契
約
上
、
と
く
に
倫
理
的
な
面
で
不
適
切
な
行
為
の
見
ら
れ
る
Ｓ
Ａ
は
解
雇
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
（
幸
い
、
現
在
の
所
そ
う
い
う
事
例
は
発
生
し
て
い
な
い
が
）。

　

な
お
、
前
述
一
（
７
）
入
学
前
指
導
Ｓ
Ａ
は
、
直
接
に
対
象
学
生
と
接
触
す
る
の
で
は
な
く
、
W
e
b
、
メ
ー
ル
を
通
じ
た
支
援
に
な
る
の
で
、

特
殊
で
あ
る
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
の
基
礎
的
研
修
を
免
除
し
て
い
る
。

　
三　

プ
ロ
グ
ラ
ム
別
研
修

　
（
１
）
図
書
館
Ｓ
Ａ
、（
２
）
基
礎
演
習
Ｓ
Ａ
、（
３
）
法
律
学
の
基
礎
Ｓ
Ａ
、
続
・
法
律
学
の
基
礎
Ｓ
Ａ
、（
４
）
法
学
部
生
入
門
ゼ
ミ
Ｓ
Ａ
、（
５
）
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南
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第
四
七
巻　
　

第
一
号
（
二
〇
一
四
年　

五
月
）

一
〇
一

２
年
次
勉
強
会
Ｓ
Ａ
、（
６
）
１
年
次
後
期
勉
強
会
Ｓ
Ａ
、（
７
）
入
学
前
指
導
Ｓ
Ａ
の
う
ち
、「
研
修
」
と
銘
打
っ
て
特
段
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
研
修

を
実
施
し
て
い
る
の
は
、（
１
）
図
書
館
Ｓ
Ａ
、（
４
）
法
学
部
生
入
門
ゼ
ミ
Ｓ
Ａ
、（
６
）
１
年
次
後
期
勉
強
会
Ｓ
Ａ
の
三
つ
の
み
で
あ
る
。

　
（
１
）
図
書
館
Ｓ
Ａ
は
、
法
学
部
の
Ｓ
Ａ
制
度
が
始
ま
る
前
か
ら
、
全
学
の
図
書
館
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
制
度
は
も

と
も
と
は
、
個
別
の
教
員
が
ゼ
ミ
単
位
で
使
用
す
る
こ
と
を
念
頭
に
設
計
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
、
法
学
部
が
独
自
に
、
２
０
０
５
年
頃
よ
り
、
学

部
と
し
て
組
織
的
に
図
書
館
チ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
学
部
と
し
て
図
書
館
チ
ュ
ー
タ
ー
を
募
集
し
、
学

部
と
し
て
図
書
館
チ
ュ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
全
法
学
部
生
が
利
用
で
き
る
制
度
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
な
る
と
、
図
書
館
チ
ュ
ー
タ
ー
は
、
Ｓ
Ａ
学
生
か
ら
見
て
も
、
一
般
の
学
生
か
ら
見
て
も
、
２
０
０
４
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
各
種
Ｓ
Ａ

の
一
種
と
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
２
０
１
１
年
ご
ろ
よ
り
法
学
部
の
み
名
称
を
「
図
書
館
Ｓ
Ａ
」
と
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
（
図

書
館
チ
ュ
ー
タ
ー
の
制
度
上
の
変
更
は
な
い
）。

　

図
書
館
チ
ュ
ー
タ
ー
が
組
織
的
に
活
用
さ
れ
だ
し
た
と
き
か
ら
、
図
書
館
チ
ュ
ー
タ
ー
に
対
し
て
は
図
書
館
職
員
に
よ
っ
て
研
修
は
実
施
さ
れ
て

い
た
。
研
修
は
業
務
に
入
る
前
に
集
中
し
て
行
わ
れ
る
他
、
勤
務
地
が
図
書
館
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
随
時
の
指
導
も
あ
る
。

図
書
館
Ｓ
Ａ
（
チ
ュ
ー
タ
ー
）
の
業
務
は
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
に
よ
る
学
習
支
援
の
一
部
を
、
先
輩
と
し
て
学
生
に
ヨ
リ
身
近
な
立
場
か
ら
実

施
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
研
修
と
し
て
は
こ
の
形
態
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
、
現
在
も
こ
の
形
態
で
洗
練
の
度
を
増

し
つ
つ
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
（
４
）法
学
部
生
入
門
ゼ
ミ
Ｓ
Ａ
の
業
務
は
、入
門
ゼ
ミ
で
学
習
の
作
法
の
習
得
が
目
指
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、と
く
に
難
易
度
が
高
い
。つ
ま
り
、

学
習
と
は
丸
暗
記
す
る
こ
と
だ
と
い
う
意
識
が
抜
け
な
い
新
入
生
に
、「
丸
暗
記
す
る
の
で
は
な
く
理
解
す
る
こ
と
」、「
丸
暗
記
す
る
の
で
は
な
く



Ｆ
Ｄ
ノ
ー
ト　

学
習
支
援
型
Ｓ
Ａ
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研
修
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度
に
つ
い
て

一
〇
二

考
え
る
こ
と
」
を
体
で
覚
え
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
Ｓ
Ａ
に
は
、
そ
の
時
々
の
１
年
生
の
状
況
に
応
じ
て
、
適
切
に
発
問
し
た
り
、
適
切
に
作
業
さ
せ
た
り
、
適
切
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
さ
せ
た
り
と
い
う
技
能
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
技
能
は
、
教
育
者
と
し
て
の
技
能
の
一
種
で
あ
る
か
ら
、
Ｓ
Ａ
学
生
が
自
分
が
学
生
と

し
て
優
秀
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
自
動
的
に
そ
う
い
う
技
能
を
身
に
つ
け
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
自
覚
的
に
修
得
し
よ
う
と
し
な
け
れ

ば
修
得
で
き
な
い
技
能
で
あ
る
。

　

他
方
、
法
学
部
の
教
員
が
こ
の
種
の
技
能
を
修
得
し
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
し
、
ま
し
て
や
、
こ
の
種
の
技
能
を
人
に
修
得
さ
せ
る
技

能
を
修
得
し
て
い
る
こ
と
は
一
般
的
に
は
期
待
し
が
た
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
Ｓ
Ａ
の
研
修
は
外
部
講
師
に
委
託
す
る
こ
と
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
学

習
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
学
習
の
作
法
を
修
得
さ
せ
る
こ
と
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
予
備
校
で
あ
る
、
G
L
S
予
備
校４

に
、
Ｓ
Ａ
の
研
修
を

委
託
し
た
（
ち
な
み
に
入
門
ゼ
ミ
の
デ
ザ
イ
ン
と
テ
キ
ス
ト
作
成
も
委
託
し
た
）。

　

研
修
の
方
式
と
し
て
、
２
０
１
３
年
度
前
期
は
、
業
務
開
始
前
の
春
休
み
に
15
時
間
の
集
中
研
修
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
研
修
期
間
中
に
一

定
の
技
能
レ
ベ
ル
に
到
達
し
た
Ｓ
Ａ
も
、
業
務
期
間
中
は
研
修
が
な
い
の
で
（
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
は
し
て
い
た
が
）、
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
忘
れ
て

し
ま
う
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
２
０
１
４
年
度
前
期
か
ら
は
、
毎
週
、
翌
週
の
業
務
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
て
か
ら
業
務
に
入
る

と
い
う
、
毎
週
研
修
体
制
に
切
り
替
え
た
。

　
（
６
）
１
年
生
後
期
勉
強
会
Ｓ
Ａ
も
、
勉
強
会
の
チ
ュ
ー
タ
ー
と
い
う
こ
と
で
、
入
門
ゼ
ミ
Ｓ
Ａ
と
性
格
を
同
じ
く
す
る
。
そ
こ
で
、
や
は
り

G
L
S
予
備
校
に
Ｓ
Ａ
研
修
を
委
託
し
て
い
る
。
こ
の
Ｓ
Ａ
に
関
し
て
は
、
２
０
１
３
年
度
後
期
か
ら
、
前
記
の
入
門
ゼ
ミ
Ｓ
Ａ
研
修
の
経
験
を

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

４　

２
０
０
５
年
に
東
京
で
設
立
。
代
表
者
・
原
田
将
孝
。
２
０
１
２
年
に
福
岡
校
開
設
。
予
備
校
公
式
Ｈ
Ｐ
は
、http://gls-yobikou.com

。



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集　
　

第
四
七
巻　
　

第
一
号
（
二
〇
一
四
年　

五
月
）

一
〇
三

ふ
ま
え
、
期
首
集
中
研
修
で
は
な
く
、
毎
週
研
修
体
制
を
導
入
し
て
い
る
。

こ
の
Ｓ
Ａ
は
前
述
の
通
り
、
２
０
０
７
年
か
ら
開
始
し
て
い
る
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
研
修
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
勉
強
会
に
出
席
し
た
１

年
生
の
期
末
試
験
の
成
績
は
一
般
に
良
い
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
学
生
た
ち
が
２
年
次
以
降
の
学
習
を
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
せ
て
い
る
か
、
疑
問
の

声
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
２
０
１
２
年
度
に
こ
の
勉
強
会
の
様
子
を
G
L
S
予
備
校
に
モ
ニ
タ
ー
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
受
講
生
を
自
律
的
学
習

者
へ
と
鍛
え
て
い
く
よ
う
な
勉
強
会
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
１
年
前
期
に
「
法
学
部
生
入
門
ゼ
ミ
」
を
新
設
す
る

と
同
時
に
、
Ｓ
Ａ
に
対
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
２
）
基
礎
演
習
Ｓ
Ａ
、（
３
）
法
律
学
の
基
礎
Ｓ
Ａ
、（
５
）
２
年
次
勉
強
会
Ｓ
Ａ
、（
７
）
入
学
前
指
導
Ｓ
Ａ
に
対
し
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
特
段

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
研
修
を
実
施
し
て
い
な
い
理
由
は
、
と
く
に
必
要
な
い
か
、
通
常
の
授
業
や
業
務
の
プ
ロ
セ
ス
に
Ｓ
Ａ
研
修
機
能
が
組
み
込
ま
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
個
別
に
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
２
）
基
礎
演
習
Ｓ
Ａ
の
場
合
、
基
礎
演
習
の
内
容
は
各
ク
ラ
ス
の
教
員
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
毎
回
の
Ｓ
Ａ
業
務
は
、
教
員
の
指
示
に
よ
る
。

Ｓ
Ａ
を
採
用
す
る
基
礎
演
習
に
お
い
て
は
、
Ｓ
Ａ
の
使
用
は
教
員
の
ク
ラ
ス
運
営
の
仕
組
み
に
ビ
ル
ト
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｓ
Ａ
へ

の
毎
回
の
業
務
の
指
示
が
自
ず
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
研
修
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
法
学
部
の
基
礎
演
習
で
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
実
施
す
る
ク
ラ
ス
が
９
割
を
越
え
、
し
か
も
そ
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
教
育
は
法
学
部
教
員
が
チ
ー
ム

で
作
成
し
た
『
法
学
部
ゼ
ミ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
法
律
文
化
社
２
０
１
２
年
）
に
準
拠
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る５

。
し
た
が
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
Ｓ
Ａ

は
西
南
式
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
教
育
の
経
験
者
で
あ
る
か
ら
、
特
に
事
前
研
修
等
を
し
な
く
と
も
、
ど
の
ク
ラ
ス
に
配
置
さ
れ
た
Ｓ
Ａ
も
教
員
の
指
示
を



Ｆ
Ｄ
ノ
ー
ト　

学
習
支
援
型
Ｓ
Ａ
の
研
修
制
度
に
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い
て

一
〇
四

遂
行
で
き
る
体
制
に
あ
る
。

　
（
３
）
法
律
学
の
基
礎
Ｓ
Ａ
、
続
・
法
律
学
の
基
礎
Ｓ
Ａ
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ａ
に
対
す
る
要
求
度
が
必
ず
し
も
高
く
な
く
、
Ｓ
Ａ
自
身
が
指
導
を
受

け
た
経
験
者
で
あ
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
ま
ず
、「
法
律
学
の
基
礎
」「
続
・
法
律
学
の
基
礎
」
と
い
う
科
目
に
は
複
数
ク
ラ
ス
が
存
在
す
る
が
、

同
一
テ
キ
ス
ト
で
同
一
の
宿
題
を
課
し
て
い
る
。
宿
題
は
テ
キ
ス
ト
の
例
題
・
演
習
問
題
の
類
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ど
の
Ｓ
Ａ
も
自
分
が
下

級
生
の
時
に
解
い
て
添
削
を
受
け
た
の
と
同
じ
、
ま
た
は
類
似
の
問
題
を
、
下
級
生
に
対
し
て
添
削
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
添
削
課
題
そ
の
も

の
も
、
学
生
が
自
己
採
点
し
た
り
、
学
生
に
添
削
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
な
程
度
の
、
確
認
問
題
的
な
レ
ベ
ル
の
も
の
に
し
て
い
る
。

　
（
５
）
２
年
次
勉
強
会
は
、す
で
に
内
容
が
専
門
科
目
で
あ
る
か
ら
、通
常
の
学
生
同
士
の
勉
強
会
と
同
じ
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
学
部
と
し
て
は
、

た
ん
に
、
勉
強
会
の
メ
ン
バ
ー
集
め
、
会
場
確
保
、
チ
ュ
ー
タ
ー
と
勉
強
会
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
援
助
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
チ
ュ

ー
タ
ー
を
勤
め
る
Ｓ
Ａ
も
学
部
と
し
て
斡
旋
し
給
与
を
支
払
っ
て
い
る
以
上
、
一
定
の
質
の
確
保
は
必
要
で
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
Ｓ
Ａ
採
用

の
際
の
学
力
審
査
と
、
Ｓ
Ａ
と
し
て
の
基
礎
的
研
修
（
上
記
二.

）
で
足
り
て
い
る
と
の
認
識
で
あ
る
。

　
（
７
）
入
学
前
指
導
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
選
抜
、
１
回
の
事
前
研
修
、
業
務
期
間
中
の
社
会
人
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
毎
回
の
業
務
指
示
お
よ
び
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ズ
と
い
う
体
制
で
学
習
支
援
の
質
の
維
持
・
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

５　

複
数
の
基
礎
演
習
ク
ラ
ス
で
合
同
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
を
実
施
す
る
こ
と
は
２
０
０
２
年
度
よ
り
始
め
ら
れ
て
い
た
。
２
０
０
３
年
度
に
は
議
会
式
デ
ィ
ベ
ー
ト
が
導
入
さ

れ
た
。
２
０
０
６
年
に
は
ル
ー
ル
の
統
一
の
た
め
に
『
基
礎
演
習
資
料
集
』
が
学
内
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
『
基
礎
演
習
資
料
集
』
を
基
盤
に
、
ゼ
ミ
の
心
構

え
、
レ
ジ
ュ
メ
の
作
成
法
、
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
法
、
図
書
館
利
用
法
、
裁
判
見
学
等
見
学
の
作
法
、
な
ど
の
章
を
加
え
て
、
『
演
習
資
料
集
』
と
し
て
学
内
発
行
し
始
め

た
。
『
法
学
部
ゼ
ミ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
は
、
こ
の
『
演
習
資
料
集
』
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
一
般
書
籍
と
し
て
販
売
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
基
礎
演
習
Ｓ
Ａ

の
組
織
的
再
生
産
は
、
２
０
０
６
年
頃
よ
り
機
能
し
始
め
た
と
言
え
よ
う
。
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す
な
わ
ち
、
Ｓ
Ａ
は
、
入
学
前
指
導
の
受
講
者
の
な
か
か
ら
、
先
輩
Ｓ
Ａ
の
推
薦
を
受
け
た
者
を
リ
ク
ル
ー
ト
す
る
。
推
薦
の
観
点
は
、
学
力
お

よ
び
W
e
b
、
メ
ー
ル
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
さ
で
あ
る
。
次
に
、
業
務
開
始
前
に
１
回
程
度
研
修
を
行
う
。
こ
の
と
き
は
、

W
e
b
、
メ
ー
ル
の
操
作
に
つ
い
て
の
研
修
が
主
で
あ
る
が
、
心
構
え
に
つ
い
て
も
一
通
り
の
研
修
は
行
う
。
業
務
に
入
っ
て
か
ら
は
、
社
会
人
ス

タ
ッ
フ
に
よ
り
、
毎
回
の
業
務
内
容
の
指
示
、
お
よ
び
、
メ
ー
ル
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
に
も
と
づ
い
て
随
時
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

　

入
学
前
指
導
に
つ
い
て
は
、
一
括
し
て(

株)

キ
ャ
ン
パ
ス
サ
ポ
ー
ト
西
南
に
業
務
委
託
し
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た
Ｓ
Ａ
の
業
務
の
質
の
維
持

は
、
こ
の
委
託
業
務
の
遂
行
の
枠
内
で
行
わ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に　

―　

ま
と
め
と
展
望

　

西
南
学
院
大
学
法
学
部
の
Ｓ
Ａ
に
は
、
当
初
よ
り
す
べ
て
ア
ル
バ
イ
ト
代
を
支
払
っ
て
い
る
。
初
期
の
頃
は
、
教
員
側
は
Ｓ
Ａ
学
生
に
対
し
、
ア

ル
バ
イ
ト
代
を
も
ら
っ
て
い
る
以
上
、
責
任
感
を
も
っ
て
業
務
に
当
た
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
実
際
に
こ
の
期

待
は
裏
切
ら
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
当
初
は
10
名
前
後
だ
っ
た
Ｓ
Ａ
も
、
現
在
で
は
常
時
60
〜
80
名
が
活
動
す
る
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
一
人
一
人
の
Ｓ
Ａ
に
対
す

る
教
員
側
か
ら
の
フ
ォ
ロ
ー
が
次
第
に
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
不
祥
事
の
防
止
、
質
の
安
定
化
・
向
上
の
た
め
に
は
、
や
は
り
、
な
ん
ら
か
の

Ｓ
Ａ
研
修
が
必
要
な
段
階
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
実
際
、
１
年
生
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
見
る
と
、
２
０
１
２
年
頃
よ
り
Ｓ
Ａ

の
質
の
バ
ラ
ツ
キ
に
対
す
る
不
満
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。



Ｆ
Ｄ
ノ
ー
ト　

学
習
支
援
型
Ｓ
Ａ
の
研
修
制
度
に
つ
い
て

一
〇
六

　

現
在
の
Ｓ
Ａ
の
研
修
は
、
基
礎
的
研
修
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
研
修
か
ら
な
る
が
、
今
後
も
両
側
面
か
ら
の
研
修
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
別

研
修
の
提
供
者
は
、
教
員
、
大
学
職
員
、
外
部
講
師
、
雇
用
者
と
多
様
で
あ
る
。
こ
の
多
様
さ
は
、
個
々
の
学
生
の
授
業
内
外
の
学
習
過
程
の
な
か

の
ど
の
部
分
に
つ
い
て
Ｓ
Ａ
に
よ
る
支
援
が
入
る
か
に
よ
っ
て
、
必
要
に
な
る
Ｓ
Ａ
の
技
能
や
Ｓ
Ａ
の
勤
務
の
場
も
異
な
る
こ
と
の
結
果
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
基
礎
的
研
修
は
Ｓ
Ａ
の
種
別
に
か
か
わ
ら
ず
実
施
し
う
る
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
研
修
は
当
然
な
が
ら
Ｓ
Ａ
の
種
別
ご
と
に
適
切
な
在

り
方
を
模
索
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

学
び
の
文
化
の
形
成
と
継
承
と
い
う
点
で
見
る
と
、
内
部
か
ら
も
外
部
か
ら
も
、
法
学
部
の
Ｓ
Ａ
制
度
に
対
す
る
評
価
は
高
ま
っ
て
き
た６

。
し
か

し
、
Ｓ
Ａ
学
生
も
Ｓ
Ａ
に
支
援
を
受
け
る
学
生
も
と
も
に
真
の
自
律
的
学
習
者
に
育
つ
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
ま
だ
十
分
な
到
達
点
に
達
し
た
と

は
言
い
が
た
い
。
Ｓ
Ａ
制
度
の
対
象
は
、
入
学
前
の
時
期
か
ら
１
年
次
の
時
期
に
集
中
し
て
い
る
が
、
Ｓ
Ａ
の
フ
ォ
ロ
ー
が
な
く
な
っ
た
段
階
で
学

生
た
ち
が
真
に
専
門
科
目
の
学
習
を
自
律
的
に
実
行
で
き
る
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
か
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
高
い
質
の
Ｓ
Ａ
を
よ
り
多
く
養
成
し
て
い
く
体
制
が
い
っ
そ
う
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
法
学
部
で
は
、
２
０
０
８

年
度
よ
り
、
多
様
化
し
た
Ｓ
Ａ
制
度
の
全
体
を
統
括
す
る
た
め
に
、
学
部
独
自
委
員
と
し
て
Ｓ
Ａ
委
員
を
設
置
し
て
い
る
（
初
代
は
平
井
佐
和
子
准

教
授
）。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｓ
Ａ
制
度
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
運
営
が
可
能
に
な
っ
た
。
一
方
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
本
学
に
は
Ｓ
Ａ
学
生
の
活
動
拠
点

に
な
る
空
間
や
Ｓ
Ａ
学
生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
十
分
に
は
存
在
し
な
い
。
他
大
学
で
は
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
そ
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
本
学
で
も
そ
れ
と
類
似
の
機
能
を
果
た
す
も
の
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
入
門
ゼ
ミ
Ｓ
Ａ
や
１
年
後
期
勉
強
会
Ｓ

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

６　

前
掲
注
（
２
）
記
事
参
照
。
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Ａ
の
よ
う
に
、
毎
週
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
研
修
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
Ｓ
Ａ
学
生
は
研
修
に
１
コ
マ
、
業
務
に
１
コ
マ
の
計
２
コ
マ
を
毎
週
Ｓ
Ａ
活

動
に
割
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
Ｓ
Ａ
学
生
が
自
分
の
時
間
割
を
組
む
の
が
難
し
く
な
り
、
Ｓ
Ａ
の
な
り
手
が
増
え
な
い
と
い
う
悩
み
も
あ
り
、

今
後
、
な
ん
ら
か
の
対
処
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、「
法
律
学
の
基
礎
」
等
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ａ
に
よ
る
添
削
を
前
提
に
す
る
が
故
に
、

現
状
で
は
Ｓ
Ａ
で
も
添
削
で
き
る
程
度
の
レ
ベ
ル
に
宿
題
を
設
定
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
レ
ベ
ル
で
良
い
か
は
当
然
に
問
題
と
な
り
う
る
。

一
定
の
質
を
備
え
た
大
学
院
生
が
分
厚
い
層
と
し
て
存
在
し
て
い
る
大
学
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
大
学
院
生
が
学
部
生
の
学
習
支
援
に
あ
た
る

の
が
自
然
な
姿
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
す
大
学
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
学
部
生
が
学
部
生
の
学
習
支
援
を
す
る
と
い
う
仕
組
み
を

運
営
す
る
以
上
、
研
修
の
質
が
、
Ｓ
Ａ
に
よ
る
学
習
支
援
の
質
の
大
き
な
規
定
要
因
と
な
り
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
研
修
が
充
実
す
る
ほ
ど
、

Ｓ
Ａ
の
達
成
感
も
支
援
を
受
け
る
学
生
の
満
足
度
・
学
習
成
果
も
向
上
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
Ｓ
Ａ
の
種
別
ご
と
に
検
証
さ
れ
る
べ
き
こ
と

で
あ
り
、
機
会
が
あ
れ
ば
別
に
報
告
の
機
会
を
持
ち
た
い
と
思
う
。


